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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
9
月
12
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
9
月
7
日（
月
）・
14
日（
月
）・

24
日（
木
）・
28
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
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合
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《
問
合
せ
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▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所
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係
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ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
「
年
金
」
と
い
う
と
、
年
を
取
っ

て
受
け
る
老
齢
年
金
の
こ
と
を
思

い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
20
年
11
月
末
の
数
値
で
は
、

全
国
で
何
ら
か
の
年
金
を
受
け
て

い
る
方
は
、
約
3
、8
6
1
万
人
で
、

そ
の
内
、
約
16
・
2
%（
約
6
人

に
1
人
）に
当
た
る
約
6
2
8
万

人
の
方
が
障
害
年
金
ま
た
は
遺
族

年
金
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

も●

し●

も●

の
と
き
の
た
め
に
も
、

加
入
手
続
き
や
保
険
の
納
付
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
障
害
基
礎
年
金
と
は

　

国
民
年
金
施
行
令
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
障
害
等
級（
1
級
・
2

級
）に
よ
る
障
害
の
状
態
に
あ
る
間
、

障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
支
給
対
象
者
に「
子
」が

い
る
場
合
は
、
子
の
数
に
応
じ
て

支
給
額
に
加
算
が
あ
り
ま
す
。

※「
子
」…
18
歳
に
な
っ
て
最
初
の

3
月
末
ま
で
の
子
、
ま
た
は
1
・

2
級
の
障
害
状
態
に
あ
る
20
歳

未
満
の
子
を
い
い
ま
す
。

▽
対
象
要
件　

障
害
の
病
気
や
ケ

ガ
の
初
診
日（
初
め
て
医
師
の

診
療
を
受
け
た
日
）が
次
の
①

か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
国
民
年
金
に
加
入
中
の
と
き

②
国
民
年
金
に
加
入
す
る
前（
20

歳
未
満
）で
あ
る
と
き

③
国
民
年
金
の
加
入
を
終
え
た
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
国

内
に
住
所
が
あ
る
と
き

※
①
と
③
の
場
合
、
初
診
月
の
前
々

月
ま
で
の
公
的
年
金
加
入
義
務

期
間
の
3
分
の
2
以
上
、
保
険

料
を
納
め
て
い
る
か
免
除
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
は
初
診
月
の

前
々
月
ま
で
の
1
年
間
に
保
険
料

の
未
納
が
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
遺
族
基
礎
年
金
と
は

　

一
家
の
大
黒
柱
と
な
る
方
が
死

亡
し
た
と
き
、
そ
の
方
に
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た「
子
の
あ
る
妻
」

ま
た
は「
子
」に
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
平
成
21
年
度
年
金
額

　

1
0
2
万
円（
子
が

1
人
い
る
場
合
）

※
子
の
数
に
応
じ
て
支
給
額
に
加

算
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
要
件　

死
亡
者
が
次
の
①

か
ら
④
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

②
加
入
を
終
え
た
後
で
も
60
歳
以

上
65
歳
未
満
で
国
内
に
住
所
が

あ
る
方

③
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

④
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に

必
要
な
資
格
期
間
を
満
た
し
て

い
る
方

※
①
と
②
の
場
合
、死
亡
月
の
前
々

月
ま
で
の
公
的
年
金
加
入
義
務

期
間
の
3
分
の
2
以
上
、
保
険

料
を
納
め
て
い
る
か
免
除
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
は
死
亡
月
の

前
々
月
ま
で
の
1
年
間
に
保
険

料
の
未
納
が
な
い
こ
と
が
必
要

で
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
か
ら
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
ほ
か
、
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
基
礎
年
金
に
は
国

庫
負
担
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
庫
負
担
の
割
合
が
、
法

律
改
正
に
よ
り
、
平
成
21
年
4
月

以
後
の
期
間
は
、
こ
れ
ま
で
の
3

分
の
1
か
ら
2
分
の
1
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

■
国
庫
負
担
率
の
引
き
上
げ
と
免
除
制
度

　

40
年
間
、
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
た
方
に
は
、
65
歳
か
ら
、

7
9
2
、1
0
0
円（
平
成
21
年

度
）の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
が
、
平
成
21
年
4
月
以
後

の
期
間
は
、
そ
の
半
額
の
3 

9 

6
、

0
5
0
円
が
国
庫
負
担
と
な
り
ま

す
。

　

保
険
料
免
除
制
度
で
は
、
免
除

期
間
の
国
庫
負
担
分
は
、
保
険
料

を
全
額
納
め
た
場
合
と
同
額
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
と
学
生
納
付
特
例
の
免
除
期
間

は
、
追
納
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も

基
礎
年
金
の
資
格
期
間
に
反
映
さ

れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い「
カ
ラ
期

間
」と
な
り
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、

25
年
の
資
格
期
間
を

満
た
し
て
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

年
金
は
老
後
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

基
礎
年
金
に
は
国
庫
負
担

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
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香
住
の
下
の
浜
に
は
、
県
指
定

天
然
記
念
物
の「
流り
ゅ
う

痕こ
ん

化
石
」が
あ

り
ま
す
。
洪
水
に
よ
り
水
底
に
波

状
の
痕
跡
が
残
っ
た
も
の
で
、
こ

れ
も
化
石
の
仲
間
で
す
。

　

下
の
浜
一
帯
に
は
、
砂
岩
泥
岩

層
が
あ
り
、
そ
の
表
面
に
ゾ
ウ
・

サ
イ
・
ツ
ル
・
シ
カ
・
ワ
ニ
な
ど

の
動
物
の
足
跡
化
石
も
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
ま
す
。

　

香
住
区
境さ
か
え

の
同
じ
地
層
か
ら
タ

ニ
シ
・
イ
シ
ガ
イ
・
ガ
マ
ノ
セ
ガ
イ

な
ど
の
淡
水
性
の
貝
や
淡
水
魚
の

咽い
ん

頭と
う

歯し

の
化
石
が
産
出
し
ま
し
た
。

　

日
本
列
島
が
ま
だ
大
陸
の
一
部

で
あ
っ
た
約
2
、
0
0
0
万
年
前

の
新
第
三
紀
中ち
ゅ
う

新し
ん

世せ
い

の
こ
ろ
は
、

こ
こ
の
淡
水
湖
に
貝
や
魚
が
棲す

み
、

大
型
哺
乳
類
や
鳥
な
ど
が
水
辺
に

現
れ
、
足
跡
を
残
し
た
の
で
し
ょ

う
。

　

こ
の
砂
岩
泥
岩
層
は
、
三み

田た

浜は
ま

か
ら
今い
ま

子ご

浦う
ら

ま
で
約
10
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
地
域
に
分
布
し
、
百ひ
ゃ
く

層そ
う

崖が
い

な
ど
の
学
術
的
な
景
観
を
残
し
た

カ
ル
デ
ラ
湖
に
堆
積
し
た
地
層
で
、

そ
の
周
囲
は
す
べ
て
火
山
岩
で
す
。

　

今
子
浦
の
海か
い

食し
ょ
く

台だ
い

の
岩
石
を
見

る
と
、
白
色
や
緑
色
の
火
山
角か
く

礫れ
き

を
含
む
凝
灰
岩
が
あ
り
、
グ
リ
ー

ン
タ
フ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
タ
フ
は
、
緑
色
の
凝

灰
岩
で
日
本
海
側
や
フ
ォ
ッ
サ
マ

グ
ナ
地
域（
※
注
）に
広
く
分
布
し

て
い
て
、
新
第
三
紀
中
新
世
に
日

本
海
が
で
き
る
時
の
火
山
活
動
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

今
子
浦
は
、
江
戸
時
代
の
北
前

船
風
待
ち
港
で
、
岸
壁
に
と
も
綱

を
結
ぶ
穴
が
く
り
ぬ
か
れ
て
い
ま

す
。
海
食
台
か
ら
見
る
と
カ
エ
ル

が
海
を
眺
め
て
い
る
よ
う
な
奇
岩

が
あ
り
、「
無
事
帰
る
」の
思
い
が

託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
香
住
海
岸
は
、
日

本
海
形
成
の
シ
ナ
リ
オ
を
景
観
と

と
も
に
楽
し
め
る
地
域
で
す
。

※
注「
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
」…
ド
イ

ツ
の
地
質
学
者
ナ
ウ
マ
ン
が
命

名
し
た
も
の
で
、
日
本
海
が
拡

大
し
た
と
き
の
地
溝
帯（
糸い
と

魚い

川
静
岡
構
造
線
）で
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携し、
竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋高
原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世界
ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについて、
市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三
木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ❾　　　　　　 香住海岸

　

国
指
定
名
勝「
香
住
海
岸
」は
、

香
住
湾
東
端
か
ら
西
の
伊い

笹さ
き

岬
ま

で
但
馬
松
島
・
鎧よ
ろ
い

の
袖そ
で

・
鷹た
か

の
巣す

島じ
ま

な
ど
風ふ
う

光こ
う

明め
い

媚び

な
美
し
い
景
観

が
続
き
、
鎧
の
袖
は
、
国
の
天
然

記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
主
に
約
5
0
0
万
年

前
の
鮮せ
ん

新し
ん

世せ
い

の
火
山
活
動
に
よ
る

溶
岩
が
冷
却
す
る
と
き
に
で
き
た

柱
状
節
理
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

海
岸
に
は
、
多
く
の
洞ど
う

窟く
つ

や
洞

門
が
あ
り
、
地
殻
変
動
に
よ
る
破

砕
と
波
に
よ
る
浸
食
の
激
し
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
面
よ

り
高
い
位
置
に
も
洞
門
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
か
つ
て
水
面
が
高
く

な
っ
て
い
た
時
に
形
成
さ
れ
た
洞

門
で
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

至浜坂

余部

香住

柴山

佐津

鎧

至村岡

至豊岡
国道178号

国道178号

御
崎
灯
台

日　本　海
伊
笹
岬百

層
崖

め
が
ね
島

鎧
の
袖

但
馬
松
島

三
田
浜 足

跡
化
石

岡
見
公
園

か
え
る
島

今
子
浦

▲ゾウの足跡化石 ▲鎧の袖

▲百層崖 ▲サイの足跡化石

▲かえる島

〈香住海岸地図〉


